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平成３０年度 「クレーンの日」ポスター用写真・標語 

及び「ボイラーデー」ポスター用標語の審査結果 
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  当協会では、「クレーンの日」（９月 30 日）及び「ボイラーデー」（１１月８日）にあわせ、ポ 

スター用の写真と標語を広く募集したところ、約１，５００点もの応募がありました。 

  厳正な審査の結果、以下のとおり入賞作品が決定したのでお知らせいたします。 

  全国からたくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。 
 
  ※ ポスター用写真及び標語の応募数 
 

区  分 応 募 数 

「クレーンの日」 
写 真  ７４ 点 

標 語 ８０１ 点 

「ボイラーデー」 標 語 ６０６ 点 

応 募総数  １，４８１ 点 
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 １．写真の部 
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      優 秀 作             佳 作           佳 作  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

題名「建設現場で働くクレーン」    題名「未来を創る」       題名「海のキリン」 

   岡本  聖 様（京都府）     平野 昌子 様（神奈川県）    廣瀬 靖之 様（大阪府） 
 

  ※ 優秀作受賞者のコメント 

    2006 年にクレーンの写真の募集を知り、応募を始めて１０年以上になりました。 

    クレーンの写真を撮り続けていると、私たちの住む街が大きく変わっていくのがよくわ 

   かります。 

    そして、その現場で大きな力を発揮しているのがクレーンだと思います。 

    これからも住みよい街づくりに、力一杯働く、クレーンの姿を撮り続けていきたいと思 

   います。 
 



  ※ 審査委員総評 

     優秀作の写真は、大阪市内の大規模な建設現場の写真です。 

    この現場は、大阪における最大級の再開発事業で、完成時の高さは約１９０ｍを予定し 

   ており、かなりの高さまで荷をつり上げるため、クレーン運転士には安全で慎重かつ正確 

   な操作が求められます。 

    「クレーンの日」のポスターは、労働災害防止の意識高揚を目的とした広報用として作 

   成しておりますが、本作品はそれに相応しく優秀作に選ばれました。 
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 ２．標語の部 
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  ①「クレーンの日」 
  

  優 秀 作  クレーン作業 確かな操作で ゼロ災害    福島 進一 様（埼玉県） 

  

       佳  作  安全を 積み上げ築く 無災害       高野 信夫 様（栃木県） 
 

       佳  作  的確な 合図と操作で ゼロ災害      渡辺 佳幸 様（愛知県） 
 

  ※ 審査委員総評 

    審査員は、労働災害防止のための標語として、いかに安全を訴えているか、また、別途 

   募集した「クレーンの日」のポスター用写真の優秀作にマッチしているかという観点から 

   審査を行いました。 

     ポスター用写真の優秀作は、前述のとおり大阪市内の大規模な再開発現場で、現場の周 

   囲には既存の建築物が広範囲に建ち多くの人々が生活しています。その状況のなか、無事 

   故で工事を進めるためには緻密な計画のもと、クレーン運転士には安全で正確な操作が求 

   められます。本作品は確かな操作が安全につながるということを表現しており、クレーン 

   に関する安全スローガンに相応しいことから優秀作に選ばれました。 

 

  ②「ボイラーデー」 
  

     優 秀 作  安全は 地道な点検 確かな操作       小林 恵美 様（群馬県） 

 

       佳  作  安全は 基本動作の 積み重ね          三草 貴志 様（大阪府） 
 

       佳  作  絶やさない 安全意識を つなぐ熱        松本 俊彦 様（京都府） 
 

  ※ 審査委員総評 

    審査員は、「ボイラー取扱作業主任者の職務」の１０項目に沿ったものであるか、また、 

   作業時の安全について訴えているかを審査しました。 

     本作品は、日々の作業においては気持ちを緩めることなく、地道な点検と確実な操作を 

   行うことが安全につながるということを表現しており、ボイラー取扱作業主任者への労働 

   災害の防止を促す標語として相応しいことから優秀作に選ばれました。 
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